
Ⅰ序論

若者も楽しめる野外ライブで市内の資金循環は可能か 
1208A班 　 

＜参考文献＞ 

路上ライブの利点
・基本的に誰でも参加できる。
・不特定多数の人に演奏を聴いてもらえる。

・お金を得る手段がある。

イベントに落とし込む

Ⅱ本論

イベント<Donate!NewYear>概要

イベントの提案

現状理解　
・市内に10代20代
（以下"若者”）
が楽しめる場所が少ない

問題の原因　
・土地やお金が不足
　⇨新しく娯楽施設を
       作るのは難しい
　⇨経済循環，資金循環を促したい

Ⅲ結論・まとめ

・保健所や消防署などへの申請
・会場の確保
・各店舗への出店依頼
・企画書の作成

・宣伝（InstagramやFacebookなど）

〇イベント実施にあたって、

イベント実施における各事項の目安
・イベントのターゲット層            　　⇨10代～20代の若者

・イベント集客予定人数　           　 　⇨100人
・ホットドリンクの金額設定（１杯）⇨ 100円

・目標寄付金額                              　　⇨100人×100円
                                                        　　　＝10000円

＜宣伝方法＞
・市内のお店にポスターを貼る

・市のLINEアカウント、

・Instagram　　　　　　　　　　　 ⇨これらで宣伝活動を行う

が必要なことが分かった。

宣伝用ポスター

※”必要なこと”の具体的な内容は資料②

MオフィスのMさんの協力の元、企画書を作成。
詳細は資料①

広報K　２０１８．８．１
https://www.kesennuma.miyagi.jp/sec/019/shinkokukanrisheet_r1.pdf

K会社のCさんと

話をすることが最優先。

＜協力＞
Mオフィスの皆さん

〇今回は準備期間が足りず、イベント実施は
できなかったので、テーマの検証はできなかっ
た。

Ⅳ課題
　今回はイベントを実施することができな

かったので、今年の夏に、企画したイベント

を実施したいと考えています。

https://www.kesennuma.miyagi.jp/sec/019/shinkokukanrisheet_



